第4回　福部地域振興会議　次第

日時　平成２９年度８月２２日（火）午後1：30～3：00
場所　福部町総合支所２階大会議室

日　　　　程


1． 開　会

2． 会長あいさつ

3． 議　題・報告等
（1） 第１回地域振興会議会長会について（報告）

（2） 地域課題について

（3） その他

４．　閉　会




平成29年度第4回福部地域振興会議　議事概要

○日時　　8月22日（月）13：30～15：00
○場所　　福部町総合支所　２階大会議室
○出席者
（会長）南部　敏、（副会長）上山弘子、山本輝彦 、岸本正枝、濱田　香、若狭さつき、坪内悟、北村重政、小谷孝文、平田正雄 　以上１０名
欠席者　西尾祥幸、早島岳大　２名　 　　　（敬称略）
○議題及び主な意見等

Ⅰ第１回地域振興会議会長会の報告（資料1）　　南部会長
（要旨）８月９日の地域振興会議会長会に出席し、福部町地域振興会議として資料にある４点を報告した。特に集落間の防犯灯の設置については、市長もその必要性を認識しておられるということで、今後、国、県にも設置の要望をしていきたいとのことだった。また、先般、区長会長としてまちづくり協議会会長、らっきょう組合長会会長と県土整備局にも出向き、駟馳山バイパスの海士地内インター設置について、要請してきた。県からは、これによって鳥取市及び、福部地域がどのようなまちづくりを進めていこうとしているのか示すよう宿題を課されているが、支所からこれの基となる調査を外部に調査委託をされたようなので、今後の展開に期待している。

Ⅱ福部地域課題について（資料2）
①鳥取市及び福部地域における空き家問題について
事務局説明
先般、区長会役員会において、地域づくり懇談会の場で福部地域の課題として空き家問題を提出したいと意見がありました。この問題については、この会議でも以前、議論されたことがありますが、再度、別添の資料などを見ていただきながら皆さんからも意見が聞ければと思います。

委員Ａ：市側の窓口はどうなっているのか。
事務局：今回の空き家状況の資料は建築指導課からの提供ですが、このほか中心市街地等の利活用や移住定住ということで言えば、それぞれ別の課となります。
委員Ｂ：集落の中に空き家ができるということは、治安上も衛生上も景観上も好ましくない。ただ、個人資産である以上、勝手に何かすることは出来ないし、かといって誰に言えばいいのかわからないというのがネックだ。
事務局：これについては確かに個人情報の問題もあり、個人で相続権者などを調べるということは難しいですが、建築指導課に確認したところ、弁護士、司法書士などに依頼すれば費用は発生しますが可能ということです。
委員Ｃ：移住定住への活用ができればいいのだが
委員Ｂ：リフォームなどして新たに入居が見込める家は全体のほんの一部で、これを空き家対策として考えるべきものではないと思う。
事務局：例えば、居住者が今の家に住まなくなった後、その建物、土地をどうされたいのか地域にあらかじめ意思表示しておいてもらうようなことは難しいのでしょうか？
会長：この問題については前回も言ったと思うが、今のところ有効な手立てもなく全国の自治体が頭を痛めている状態だ。ただ、放置していていい問題でもなく、絶えず地域住民の中で情報の共有と問題意識は持っていかなければならないと思う。このほかの地域課題もつおｔｒはどうか？
委員Ｅ：課題ということで最近思うのは、福部地域の特に海岸部以外で山陰海岸ジオパークのことがどれだけ浸透しているのだろうかと疑問を感じている。
委員Ｂ：先日、ジオパーク内のイベントで鳥取すごい！ライドという自転車のイベントがあって息子がその先導車に乗っていたが、コースになっている岩美町、国府地域に比べ福部町での盛り上がりが低く、福沿道の応援は皆無だったと聞いた。
委員Ｅ：これら何かあるときに、福部地域の住民がいっしょになって行動するような体制をどう構築していくかは考えていくべきだ。
委員Ｆ：自治会以外にも婦人会、アイデア館など各種団体間の連携が重要だと思う。
委員Ｅ：そういうのも大事だとは思うが、最初は意を同じくする個人、グループ、団体等から始め、賛同者を広げていくほうが柔軟な活動ができるのではないか？
会長：これについてもう少し時間をかけてから議論する必要があるので、今後の検討課題としたい。

Ⅲその他
[bookmark: _GoBack]事務局：次回開催日は　１０月１８日に１３時３０分から福部町総合支所で開催します。議題は、鳥取大学地域学部の山下教授による「新たなＩＣを活用した福部地域のまちづくりに関する調査委託」の調査研究の報告なども予定しています。

閉会


